


○ 行政のサポートによって、自分たちが何をしたいのかがハッキリしてきた。 

○ 錦は、歴史が長いので、これまでの津波などの災害の記録もたくさんある。これら

を紙芝居にして、どんどん増やして、活動を続けていきたい。 

○ １０年後には、もっと若い人が戻ってきて豊かな町にしたい。そのためには、企業

を呼び込んで工場をつくるのではなく、元々錦にある一次産業をもっと若い人に受

け入れてもらえるような漁業のあり方などについても、県から指導してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知事の発言】 

皆さんからのご意見を受け、知事からは次のような発言がありました。 

 

○ 行政への申請について、よりわかりやすく簡単で、柔軟な対応をしてほしいという

ご意見については、一方で、やはりみんなの税金を使うことなので、どのように使

われるかについては、説明できるようにすることも大切なので、両方の観点で考え

ていきたい。 

○ 地域でなにかをやりたいけど、やり方がわからないという方には、皆さんが行政へ

つないでいただくような役割を果たしてもらうのも一つの方法だと思う。 

○ 皆さんのお話を聞いて、本当に錦のことを愛しているということがわかり嬉しかっ

た。いただいたご意見は、しっかり対応していきたい。 

 

 

 

 

 

 

活動の紹介も兼ねて、メンバーがお気に入りの紙芝居を披露してもらいました。会場には、錦小学校の

生徒の皆さんをはじめたくさんの人が集まっていただきました。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

錦小学校の生徒の皆さんが知事をでむかえてくれま

した。 

 


